
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

第 33号 H29.10.30（月）

佐賀県教育庁教育振興課 

実りの秋！２学期の充実に向けて Part２ 
~「学力向上対策評価シート」をツールとして活用しましょう~ 

─ ╩     、として、各学校で「学力向上対策評価シート」（以下ꜟכ♠─╘√╢∆

「評価シート」といいます。）を活用していただいているところです。 

この「評価シート」を使って、 

◆今年度、全職員で共通して取組む内容を明らかにする 

◆調査結果を分析し、学校の成果や課題などを共有する 

◆取組状況を確認するとともに、必要に応じて取組の追加・修正を行う 

ことなどで、ＰＤＣＡサイクルに基づいた取組を、学校全体で組織的に推進していくことになります。

したがって、自校の「評価シート」については、在籍する ≡─ ⅜ ╩ ⇔≡⅔ↄ必要が   

あります。みなさんの学校ではいかがでしょうか？ 

 ここでは、「評価シート」の記入内容から見えてくる取組を紹介します。 

重要なことは ╩ ⌐ ↕∑╢↓≤です。冒頭でも述べましたが、そのためのツールとして 

「評価シート」を活用してください。 

２学期は、子どもたちと一緒にじっくりと学習に取り組める時期です。先生方全員が明確な目的を  

共有し、子どもたちを厳しくかつ温かく、しっかり鍛えていきましょう。 

 

「書く活動に」関する取組例     

・教師は自らも記述し、児童のつまずきを予測し、手立てを考えておく。（南波多小） 

・いろいろな思考ツールを活用し、型を与えて書かせる機会を増やす。（北山中） 

・具体的な書き方を提示したり、書く時間を確保したりするために、各教科で共通理解を図る。（芦刈中） 

 

「話し合う活動」に関する取組例  

・話型や聴型の活用、目的や相手を意識した話し合いを充実させる。（三田川小） 

・自分の考えをもち、ノートに書かせることで、ペア対話や全体での話し合い活動の充実を図る。（塩田小） 

・話し合い活動の充実を図るために、グループ編制や座席配置を工夫する。（三瀬中） 

 

「まとめ」や「振り返り」に関する取組例  

・キーワードや書き出しを提示するなど工夫し、自分の言葉で「まとめ」を書かせるようにする。（久里小） 

・学び合いの中で児童が出した考えや発言を取り上げながら「まとめ」を行う。（牧島小） 

・「まとめ」と「振り返り」の違いを教師が共通理解して、効果的に授業に取り入れる。（富士中） 

・授業の最後に「まとめ」と「振り返り」を書く時間を設定した授業展開を全職員で行う。（西部中） 

 

「授業づくりのステップ１・２・３」に関する取組例  

・「めあて」の提示から授業の「振り返り」まで、全職員がステップ３を目指す。（東脊振小） 

・全職員がステップ２から３へ、ステップアップを目指す。（吉田小） 

 

「校内研究」に関する取組例  

・活用力向上の指導方法について講師を招聘した研修会を実施し、それを基に全職員で研究授業を行う。（第五中） 

【P・D】授業について（指導方法の改善・充実のための重点取組） 



Ẽ問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え、そのきまりを記述すること 

⌐ ⅜ ╠╣╕⇔√⁹          (3)  37.5% 38.6   

 

─ ⌂ ─  

この課題を解決するために･･･ 

見いだした数量の関係を一般化する指導事例 

「きまりを式や言葉で表現しよう」 

β │⁸ ⅛╠ ⌐ ↕╣≡™╢⁸₈ ▪▬♦▫▪  ₉─ ⁸10Ɑכ☺╩ ↄ∞↕™⁹ 

算数の学習では、帰納的に考えて数量の関係を見いだしたり、見いだした関係が成り立つ理由
を説明したり、いつでも成り立つかどうか考えたりすることで、一般化して表現できるように

することが大切です。 

１：２けたのひき算の答えに着目し、分類整理することで、９の倍数になっていることに気付く。 

答えが同じ式どうしで

整理してみました。  

２けたのひき算の答え

は９の倍数になってい

ます。 

 

２：見いだした数量の関係を言葉や式に表し、その関係が成り立つ理由を、図を用いて考える。 

２けたのひき算の答えが同じ式どうしを見て、気づいたことはありますか。  

カードの差と２けたのひき算の答えには、きまりがありそうです。  

 
２けたの整数を⑩と①で表した 

下の図を使って考えてみましょう。 

カードの差と９をかけると、２けたの  

ひき算の答えになることがわかりました。 
 

カードの差が３、４、５などの場合も、
カードの差の数の分だけ、１０－１が 
残ります。つまり、カードの差の数の  
分だけ、９が残るからです。 

 

カードの差と９をかけると、２けたのひき算の答えになります。  

 
なぜ、カードの差と９をかけると、  

２けたのひき算の答えになるのですか。 

 

１から９までの数が書かれたカードが１枚ずつあります。   １ ２ ３・・・９ 

このカードの中から２枚のカードを選んで、次のようなカードを使った２けたのひ

き算の計算をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ừ ⌐≈⌂→╢▪▬♦▫▪ ─ ╩ ⇔╕∆ᵒ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ事象の特徴を的確に捉え、数学的な表現を用いて説明すること 

⌐ ⅜ ╠╣╕⇔√⁹    (2)  11.4% 14.0   

─ ⌂ ─  

β │⁸ ⅛╠ ⌐ ↕╣≡™╢⁸₈ ▪▬♦▫▪  ₉─ 9,10 Ɑכ☺╩ ↄ∞↕™ 

この課題を解決するために･･･ 

図形の移動に着目して２つの図形の関係を捉え、数学的な表現を用いて説明する指導事例 

「万華鏡の模様を観察し、図形的に考察しよう」 

１：万華鏡の模様について、図形の対称性に着目して観察する。 

２：万華鏡の模様を図形の移動に着目して、２つの図形の関係を捉える。 

３：移動前と移動後の２つの図形の間に成り立つ事柄を説明する。 

隣り合う正三角形が線対称になっていることについて、 

対称軸を明らかにして説明してみましょう。 
 

隣り合う２つの正三角形の模様の共通する辺を対称軸とする

線対称な図形になっていると思います。 
 

▬の正三角形の模様は▪の正三角形の模様を 

どのように移動したとみることができますか。 
 

▬の正三角形は、▪の正三角形と共通する辺を 

対称の軸として移動したとみることができます。 
 

▪の正三角形の模様はどのような移動で

►の正三角形の模様に重なりますか。 
 

▪は、点Ｃを中心にして時計回りに 

回転移動すると►に重なりそうだね。 
 

▪の模様は１回の回転移動で►の模様に

重なりそうですね。それは、どのような 

回転移動で重なるか説明してみましょう。 

 ▪の正三角形は、点Ｃを中心にして

時計回りに 120°の回転移動に 

よって►の正三角形に重なります。 

 

回転の中心、方向だけでなく角度もある

と▪の正三角形が►の正三角形に重なる

ことについて説明できた！ 

 

そうですね。回転移動を正しく説明するためには、  

回転の中心、方向に加えて回転角の大きさに着目して 

説明することが必要ですね。 

 



 

 

 

○地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 ≪小学校６年生≫               ≪中学校３年生≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりするのは難しいと思い 

ますか。 

 

 

 

 

 ≪小学校６年生≫               ≪中学校３年生≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒質問紙調査の結果において╟™ ⅜╖╠╣√ ⌂ です。 
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₳ ₴↓ǯ ȀǭṔқǞǭǑȑƲЋᶮ₳᷈șẎǔǖʣᶥǪǭǋȅǠƳ 

地域や社会に関すること 
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授業に関すること 

児童生徒質問紙調査の結果において ≤⌂∫√ ⌂ です。 


